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世界は今、希望を求めている

現在、全世界で新型コロナウィルスの感染が拡大し、多くの死者が発生、経済にも甚大な被害が出ています。
この状況の中、⾧岡まつり大花火大会は戦後初の中止が決定しました。
いつ収束するか分からない今こそ、戦災と震災から復興した⾧岡から世界に希望を届ける必要があります。

⾧岡市だから出来ること・・・
⾧岡市でなくては出来ない事・・・
⾧岡市民である我々が今立ち上がらないで誰がやるんだ・・・

⾧岡市は⾧岡花火を通じて
平和（慰霊）と希望（復興）を届けてきました。

⾧岡市民は⾧岡花火をアイデンティティと考え
多くの人々の心に残る⾧岡花火が毎年上がる事で
⾧岡市民としての誇りを持ち、希望を抱いてきました。
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⾧岡市民は・・・

⾧岡空襲の慰霊・復興・平和への想いを白菊に乗せた。
中越地震からの復興の想いをフェニックスに乗せた。

⾧岡市民は絶望の淵から何度も立ち上がってきた。

⾧岡花火は⾧岡の復興の歴史だ。

そんな⾧岡だから世界に希望を届けられる。

世界へ⾧岡にしか発信できない希望がある。



Hope for the world(一社)⾧岡青年会議所６５周年特別事業

実施内容

YouTube LIVEを使用しての番組配信。終了後も動画を残し世界へ拡散。
① 発起人の想い① 【１０分】

平和の想いを結ぶ委員会・おまつり委員会の両委員⾧より事業への想いを話してもらう。。

② ⾧岡市の復興の歴史と花火の歴史を掛け合わせた動画配信 【１０分】
⾧岡花火は⾧岡の復興の歴史だ。子供・青年の⾧岡花火への想い。

③ 発起人の想い② 【５分】
まちづくり委員会委員⾧より事業への想いを話してもらう。

④ 理事⾧打ち上げ発声 【１分】

⑤ 花火打ち上げ 【３分】
オリジナル花火Hope for the world実施。

⑥ エンディング映像 【７分】
フェニックス花火の完全版の映像をバックに協賛の御礼と世界へのポジティブなメッセージ、
⾧岡祭大花火大会の来年の来場をお願いするメッセージ。

実施概要

実施日時 ： ２０２０年 ８月 １日（土） ２０時００分スタート

実施場所 ： 周辺の保安距離を確保でき、周囲への立ち入りを制限できる場所
※⾧岡市・⾧岡花火財団と協議の上決定致します。

予算総額 ： 約７，０００，０００円
※フェニックス花火費用約５，０００，０００円
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